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                   不適切と思われる国家試験問題について（報告） 

 

 

 教育部国家試験問題指針・検討委員会は，平成15年3月2日に実施された第38

回理学療法士作業療法士国家試験について，昨年度に引き続いて全国の作業療法

士学校養成施設に対して表記の関してのアンケート調査を実施した．その結果，

107校中31校（29％）（うち養成校名不明5校を含む）から回答があった．回答が

「不適切と思われる」と指摘する問題数は，43問題(専門35問題，共通8問題)で

あった． 

 本委員会は，昨年と同様の基準で問題の検討にあたった． 

 

１．本委員会の役割は，国家試験問題の内容に限り，回答校から寄せられた「不  

適切と思われる問題」について検討するものであり，国家試験問題の範囲や

難易度について検討するものではないこと． 

２．問題の出題形式（図や設問の説明）や問題の妥当（科学）性に対する意見は

「不適切と思われる問題に対する意見」にまとめた．なお，特に検討を要望

する問題についてはあらためてその内容を記載し,併せて具体的な理由を述

べた． 

 

 以上の結果，共通問題，作業療法専門問題を「不適切と思われる問題」として

とりまとめた．今後の国家試験問題の妥当性改善ために，厚生労働省に意見書と

して提出したいと思います． 

 

 なお，別紙資料として，回答を寄せていただいた学校養成施設名と「不適切と

思われる問題」と指摘された一覧表を添付します．  
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不適切と思われる国家試験問題について（意見書） 

 

 

謹啓 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます． 

 

 平素より，（社）日本作業療法士協会の活動につきまして，ご支援ご協力を賜

り深く感謝いたしております． 

 3月2日に実施されました第38回理学療法士作業療法士国家試験の問題につき

まして「不適切と思われる」とする意見が，全国の作業療法士学校養成施設から

寄せられました．この「不適切思われる問題」として指摘された43問題（専門35

問題，共通8問題）について，当協会内部にて検討しました．この結果を意見と

して提出いたします． 

 当協会は，以下の基準で国家試験問題の検討にあたりました． 

 

１．全国の作業療法士学校養成施設から寄せられた「国家試験として不適切と   

思われる問題」を検討し意見としますが，国家試験問題の範囲や難易度について

意見を申し上げるものではないこと． 

 

２．問題の出題形式（図や設問の説明）や問題の妥当（科学）性に対する意見は

「不適切と思われる問題に対する意見」にまとめました．なお，特に検討してい

ただきたい問題についてはあらためてその内容を記載し,併せて具体的な理由を

述べました． 

 

 以上の結果，添付文書のごとく共通問題，作業療法専門問題を「不適切と思わ

れる問題」としてとりまとめました．次年度以降の作業療法士国家試験出題に際

し，ご検討下さいますようお願い申し上げます． 

 

 

 

 



 

 

 

不適切と思われる問題に対する意見 

 

１． 複数解答や選択肢からは判断できないと思われる問題があった．  
   今回は複数解答と思われる問題が３問（共通問題の問39，75，100），
選択肢から判断できないと思われる問題が６問（共通問題の問55，
専門問題の問7，41，67，92，97）に認められた．以上は出題に際し
て設問・選択肢の内容について十分な検討をお願いしたく，別紙に
不適切な理由を記載した． 

 

２． 用語の使い方・表現方法を明確にすべきである．  
    用語や設問の表現等が不適切であり，選択肢に戸惑う要因となって
いた（専門問題の問14，33，43，46，60，72，73，80）．また，絵
が不明瞭で判断に苦しむ問題もあった（専門問題の問2，21）ので，
併せて検討していただきたい． 

 

３． 問題文や選択肢中の情報が不十分であり，解答を選択する際の判断
が困難であったものが目に付いた（専門2，6，12，29，33，44，49，
52，65，89，90）． 
適切に判断できる内容の表記をお願いしたい． 
 

 

 

 以上，曖昧さや，紛らわしい記述・表現を避け，誰が見ても設問の意が
わかるような問題を望みたい． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（別紙資料）  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

回答があった養成施設一覧(計31施設) 

愛媛十全医療学院 

鹿児島大学 

川崎医療福祉大学 

関西医療技術専門学校 

京都大学医療短大 

熊本リハビリテーション学院 

神戸総合医療介護福祉専門学校 

神戸大学 

埼玉県立大学 

札幌医科大学 

昭和大学 

仙台医療技術専門学校 

専門学校金沢リハビリテーションアカデミー 

東京YMCA医療福祉専門学校 

徳島医療福祉専門学校 

徳島健祥会福祉専門学校 

土佐リハビリテーションカレッジ 

富山医療福祉専門学校 

長崎医療技術専門学校 

長崎大学医療短大 

日本福祉大学高浜専門学校 

日本福祉リハビリテーション学院 

東名古屋リハビリテーション学院 

弘前大学 

広島大学 

福岡東リハビリテーション学院 

藤田保健衛生大学リハビリテーション専門学校 

平成医療専門学校 

北都保健福祉専門学校 

北海道千歳リハビリテーション学院 

横浜リハビリテーション専門学校 


